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第W章　新生児退院指導方式が児と母に及ぼす影響

1　母乳栄養の減少傾向とその背景に対する文献的考察

襯第3部 松島富之助

1，母乳栄養の変遷

　最近母乳栄養が減少してきたことが、各方面から叫ぱ

れている。察実・以下に述べるように我が国でも母乳栄

養が減少しているが、諸外国においても減少傾向を強く

示している点・その原因について分析する必要があろ
う。

　1）我が国における母乳栄養の減少の歴史

　①　戦前：殆んど乳児栄養は母乳のみであり、人工栄

養は牛乳の処理と保存の両面の未熟さのために、非常に

危険視され、人工栄養を行うに当っては極めて慎重なす

すめ方が要求されたものである。小児科の進歩は人工栄

養と離乳技術の進歩の歴史であるとも極言されるぐらい

であった。

　例えば中村政司氏（日本大学小児科元教授、乳幼児保

護・昭和5年8月号・20頁）は「離乳開始の適当な時期

は・外国では8～10か月と考えられているが・自分は日

本においては10～12か月であると考える。離乳方法は徐

々に母乳を母乳以外の食物に換えるのであるが、それに

は牛乳又はその代用品、又は山羊乳か重湯がよい。

　．自分の方法は、まず1日6～7回の母乳を与えていた

ものとすれば、1日1回だけ牛乳を与える。数日間様子

をみて輿り性状に注意し、異常炉なげればi日2向牛乳

にかえる。ま為数日間様子碧ろて異常がなければ3回に

する。このようにして4～5週位で完全に母乳を牛乳に

かえることができる………」とのべているが、戦前の典

型的な離乳の方法であり、「母乳を離していく」ことが

離乳の本来の意味であることがよく理解できよう。

　②　戦後＝a，昭和23年に厚生省から乳幼児保健指導

要領が出されたが・その母乳栄養に関する項をみると・

「母……母乳不足の場合においても、貰い乳等に関して

指導する」となっているのも今昔の感にたえないもので

あるd

　b．，昭和32年に文部省離乳研究班の資料は第1表のよ

うに、日本の各地区においても母乳栄養は過半数を占

め、最高83％～最低51～4％の幅の中にあった1，。

第1衷乳児の栄養方法の比率（昭和32年）D
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第2表　乳児栄養の変遷（厚生省）
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　c，厚生省の統計＝戦後厚生省で嫉10年毎に乳幼児の

身体発育値を全国的なスケールで測定しているが（昭和
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第3表東京都の乳児の離乳開始までの栄養法
　　　の比率（一斉検診における調査）2勘

年度瞬劇踏数1母乳燭混合栄養陰霧

昭和25年

　26年
　27年
　28年
　29年
　30年
　31年
　32年
　33年

43年

K～24

1～24
里～24

！～6

5～24
5～11

3～U

3～H
3～真夏

127，606

136，009

114，983

24，323

26，577

43，986

46卜499

2，428

　6，42産

70，8

74．8

72．9

71．0

66．8

62，4

60．3

60，0

53，0

25，545　128．4

21．8

17．8

18，8

2皇．5『

20．6

23．9

24．2

23．3

26。9

40，9

7．3

7．4

8．3

7，5

隻2，7

i3．7

15．5

15．7

20．1

30．7

25年、35年、45年）、昭和35年と昭和45年の乳児栄養と

を比鞍すると第2表のようである。

　即ちa）母乳栄養は45年度においては1か月児で約半

分に減少し、人工栄養は約3倍にふえている。

　b）しかも1か月以後の母乳栄養率は、45年において

・は同様の％であるのに比べ、 人工栄養の増加率の方が高

’いo

　d．東京都における乳児栄養方法の推移

　第3表2）s，に示すように、東京都においては、昭和25

・年以来33年までの調査では、母乳栄獲は漸次減少傾向を

示しているが43年では著しい低下をみている。

　e．愛育病院における母乳栄養の推移：（第4表、第

1図）

　愛育病院においても・同様の母乳減少の傾向がみられ

ている。他病院に比べ、愛育病院の新隼児期の母乳優先

・指導はより強度に行われているが・それでも年次的推移

をみるとやや低下傾向がみられ・しかも・1か月以後の

母乳栄養の低下は急速である。

　昭和34～37年ごろでは新生児指導の医師は特に母乳優

先をといて、生後4～5日になって母乳不足があっても

ミルクの添加を行わず、水分補給にとどめる方針を貫ぬ

いていたために高い母乳栄養率を示したものである。

　42年以後では、新生児黄痕の対策がとられ、血中ビリ

ルビソ値の測定と、商ビリルビソ血症に対して交換輸血

が行われるようになったので、所謂r黄色い恐怖』のた
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第1図　愛育病院における母乳栄養の変遷
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第4表　愛育病院における乳児栄養法の変遷（％）

退　院
1
2
3
4

5
6
7
8

時

M
M
M
M
M
M
M
M

日召　　34　（1959）

母

77，6

48，1

39．0

35．4

29．7

24．5

22．1

17．3

13．互

混

夏8．5

41．8

36．9

3夏，0

28．6

21，5
生8，2

更3，0

n，3

人

3．9

LO，皇

24，1

33．6

41．7

54．0

59．7

69．7

75．6

昭　　37　（1962）

母

86

51

36

27

13

8

混

10

41

30

29

24

8

人

4

8

34

44

63

84

昭　42－3　（互967－8）

母

73．0

26．6

23．O

l9，0

15．3

11．7

9．3

8．0

6．O

混

26．3

46．4

33，7

24．3

19．3
i6．．0

10．3

8．7

6．3

人

6．7

27．0

43．4

56．7

65．4

72，3

80，4

83．4

87，7

日召　　45　（重970）

．母

77，5

3L．2

26．8

釧人
20．9

47，6

27．8

1，6

21．2

45．4
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めに母乳栄養を強く推進する意欲がやや低下したことは

いなめない凄災である。即ち、母乳栄養児に於ては、母

乳中のステロイドホルモソ量が高い揚合に、 このホルモ

ンが児の肝臓のg1Ucuro肱yl　transferase 活性を抑制す

るために、肝細胞の ビリルビyのとり入れ機能を低下さ

せることが判明したのであるが、この現象は脳に核黄疸

を起こすほどの強い作用をしないにも拘らず、新生児室

の現場に於ては母乳をさけようとする気運を生じたよう

である。

2）外国における母乳栄養の変遷　1

①アメリカ（第5表）：アメリカにおける乳児栄養

の調査は・Bain4｝（1948）・Jacksonら（1956）・Meyer51

（1958）、Salberら61（1958）、Robertson（1961）、Salber

and　Fein里eib7，（1966）及びCox（1966）らが行ってい

る。

新生児の母乳栄養率は1940年代では約65％ （Bain

1948〉あったものが・1958年では約30％・1965年では26

％に減少したという（FQmmon22レ）。

　1か月時の母乳栄獲は第2、3図のように約20％、4

か月時では8～10％に減少していて、6か月では母乳栄

養は更に5％と著しく少くなっている6”（Fommon22，）

地方別にみると最も早くから開けた北東部に於て母乳

第2図
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第5表　アメリカにおける母乳栄養・H・RMeyerd，5）

　　　（225万人の新生児調査く旦956年〉Ped・L958）
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第3図　1958年と1965年における、アメリカ¢）．

　　　乳児の母乳および人工瓢（粉乳、エバ乳，

　　　および全牛乳）の月令別％（COx，1966

　　　より、Fommonより）

％50

40

30

20

10

．1958

全牛乳

｝l

！峯1

鷹

　　　　　　　　エバ乳』ぐ『噂鞠馳ら、、

　＼　　 ＼．粉乳
　　　　．、阜　　　　　『レ■－　　　　　　、嘘母乳

→月令1　2　3　4
70

％『 1965

60　　　ρρ4h臼rr司』、

　げ　　　　　　　 ヤヤ

　　　　　　ヤ50 　　　　　へ
　　　　　　　、40

30

20

10

●㌧－．

ひー．幅辱申略一－一ロー

　　、■儀　　　
－一

　　　　　辱『r■㌧．

、

、
、

・、

、

、、

、仏噛、『．

、

、、

’全牛乳

㌔粉乳
、、数臆慧1

→月令1　　2　　3　　4　　5　　6

一32一



内藤他：新生児の養育の改善に関する研究

栄養は最も低く、しかも低下率も商い。即ち 当地方の舜

乳栄養率は1946年の23％から1956年の12％と低下し、

1956年の新生児の人工栄養は実に79％に及んでいる。母

乳栄養率の高い地方は南部及び中部山岳高原地方である

が、それでも1956年の母乳栄養は26～7％にすぎない。’

これらの病院で行った「母乳分泌への努1りを行っている

か否か？」のアンケ．一トに対しては、：，889病院の中78％

においてある程匿の努力が行われていて、この努力は初

産婦に対しては効果をあげやすく、・しかも附添って指導

する人の熱心さに比例して成功する率も高まっていると

のべている。

　二れら新生児の84％は生後5日以内に退院している

が、このころが乳腺の分泌がよくなろうとする時期であ

るのに、家へ帰って環箋の激変が精神的な不安定さをも

たらすことになり、このことが母乳の確立に対してマイ

ナスの因子となるとMeyerは考えていう。

　アメリカにおいては、1930～46年では母乳栄養は社；

会階層的に低いクラスに多くみられたが、1955年の

Seals等6⊃の報告では中クラスに多くなり、（中クラスの

母乳栄養が43％、低クラス37％）、その後1957～58年以

後は上流クラスに多くみられるようになったという7｝。

　とくに・この傾向をリアルに示したものにSalber71

　　第4図　新生児の母乳栄養と社会経済的因子
　　　　　　との関係（顕lber・1963）
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の報告がある。彼は1963年にMassachusetts州のボス1

トソ、ブルックリソゑび晶ユートン市で生れた2，233例に

ついて調査を行った。

　はじめから人工栄獲だった例は77％で、1956年のマサ

チューセッツ州の8吻よりもやや低くなり・母乳は22・0

％とやや増加傾向を示している。

　Salberは母乳栄養と関連のある因子を分析した結果、．

第4図の如く母の年令では30才以上のものに母乳栄養が

著しく少いこと、及び社会的階層の高い（ワーナーの分

類の耳一2）ものの母乳栄養は39、8％と高く、 低社会贋

（ワーナーの分類3－7）の13．6％に比し、約3倍も母

乳栄養が多く、社会的に高いクラ スほど母乳栄養への再

認識が高まっていると報じている。

　母親が学生の場合に舜母乳栄養率は昼9．3％と他に比尽

て非常に高い点も興味があることである。

　また母の出身地がマサチューセッツ州の場合の母乳栄

養率は他の州や外国で生れた群に比べて著しく低いこと

は、母乳栄養が多分にその地方の育児の意思に支配され

るものであること牟わかる。

　②西獣’
　a．アメリカに比べると伝統的育児を行っている西欧

では、母乳銀行を作って、余分の母乳は粉乳として保存

し、未熟児、新生児に対して母乳不足の場合に母乳に還

元して、与えているくらいである。

　この母乳優先の伝統を強く認識するデー タとしては、

母乳を騨われた乳児め悲惨な運命の歴史をみればわかる

であろう。

　フラソスのソルボソヌ大学育児学教授Marce1しelo丘g

はその著La・Pu6riculture・1957（日本訳「育児学」山

本高治郎訳、白水祉、 クセジュ1960）の中でこの点に

ふれている（p46）。

　18世紀にはジャンジャック、ルソーが中心になってと

なえた自然へかえれの思潮の中で母乳栄養を至上のもの

としてたたえているが、これは当時笛裕な階級では、す

ぐに乳母による哺乳が母親自身による哺乳にかわって行

われていたことを物語っている。

　1758年パリの孤児院には5，012人の乳児が収容された

が、収容直後に1，470人が死亡し、乳母に託されてから

更に2，270人が死亡し・僅か数か月の問に合計3，740人

が死亡している。

　1778年リヨソの記録では6，00Q人の新隼児のうち4，00Q

人が乳母のもとで数か月で死亡している。、

　・くりでは1770年～1802年の間に55，000人が孤児院に収

容 され、31，000人が死亡したという。

　　これらの歴史か らもわかるように、人工栄養の未熟な
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時代においては、 母乳が乳児の最高の栄養贔であり、そ

の認識の下にフラソス、オラソダ、イギリスなどにおし～

て、人乳銀行（人乳を集め、吟味し、場合によっては人

乳の粉乳を作り、配布する機関）や、Lactarium（人乳

を家庭より集めることが原理であり、提供する母親たち

には普通の自由な生活をつづけさせるもの）が設立され

ている。

　M、Lelongによると、これは、集められた人乳は研究

室において細菌学的なまでに化学的検査を受け、瓶詰め

にされ、家庭や病院に処方によって病児に配布されるシ

ステムをとっている。

　このシステ為の原型は、パリ大学医学部の育児学校ラ

クタリオム（Le　Lactarium　de1，Ecole　de　Pu6riculture

delaFacult6deMedecinedeParis）にあり、1957
年の1年間に15，000」の人乳が集配されている。

　このラクタリオムの下部組織は、多数が地方に設醗さ

れている。しかしこのような努力にもかかわらず、フラ

ソスにおいても母乳栄養は次第に衰退の傾向をたどって

いる。フランスは母乳栄養の頻度を正しく示す信用のあ

る統計はないとのことであるが、M．Lelongによると、

1957年までは1か月の終りには叢もよい楊合でも乳児の

30％はもはや完全には母乳で哺育されて“ないし、3か

月をすぎると乳児の90％ほ母乳栄養によらないという。

　この場合は、フランスでも都市の方が農村よりも強い

というが、上級社会は恵まれぬ社会層よりも母乳栄養率

がすぐれているとはいえないという。

　フランスにおける母乳栄養の放棄の増加の原因につ

き、M．Lelong（p．33）は次の3つの条件をあげてい

る。

　①　社会的要因からくる圧カ……まちがづた忠告や手

本・流行・女性解放論、働く母親その他で家庭をはなれ

ることなど略この易合でもより正確な知識の提供、より

効果的な衛生教育、より有効な立法措踵などによって、

；の種の圧力はずっと軽減されうるであろうとのべてい

る6

　②　授乳させることの望み、心理的にも充分の準備を

もっていながら、その方法を知らないために授乳に失敗

する場合……・一一般に考えられるよりも遙かにこの数は

多い。→とくに初めて乳児を乳房につけるときの最も決

定的瞬間比おいて、ちょっとした不手際や技術上の問違

いをおこし、そめために自分は授乳能力がない、乳の出

が悪い女だ、自分の乳は悪いなどの間違った観念にとら

われるものである。・

　このためには、妊娠中から母親には母乳栄養は人工栄

養よりも多くの努力と多くの忍耐と多くの心理学的栄養

と多くの生理学的知識とが必要であることを教えること

が大切であるとのべている。

　③産科医、小児科医、助産婦らの大半が母乳巣養に

対する関心を欠いている・・…1…これがむしろ疲も重要な

因子であり、哺乳瓶をあてがうという安易な解決法が彼

らの間にまん延している点を警告している。これに拍車

を加えるのが大衆が接している乳製品の商業的宣伝の強

化であり・母乳と品質を等しくしているという偽りのも

とに市販されているミルクの宣伝である。とのべてい

る。

　これらの事実は、フラソスのみでなく、それがそっく

り我が国の現状を言いあらわしているものであり、先進

型国家の間の共通のなやみでもあるといえよう。

　b、ここに西独ハソブルグのデータを示した8，。　（第

6表）

　　　第6表　ハソブルグ市の乳児栄養

1）　西ドイツ、ハソブノレグにおける乳児栄養（％）1

　　　　　　　　　（L701人）　　　　L962年

母　　乳 混　　合 人　、工

2　　週

か月

　74

L．3

　『

2．6

　一

6．1

（Annales　Nestle　Nutrition　l6，艮963〉

2）　ハソブルグ市における栄養方法の推移

ig62年1互964年

母　　　　　　　乳 2i．3％1　19％

人　　工

粉　　乳

　　乳

バ乳

35

87

29

86

　1962年にハンブルグ市で1，701人の乳児をしらべた繕

果、母乳栄養は生後2週間のとき74％と高いが、生後3

か月では21％と激減していて、この値は愛育病院のそれ

に非常によく似ている点興味深い。この原因については

後にのべる。また3か月の母乳栄養率も1962年の21％か

ら工964年には19％と漸減傾向を辿っている。

　c，チエコス・バキアにおいては、産前産後3か月の

有給休暇があるが、たいてい産前1か月の休暇をとり、

産後5か月休むことが多い91。その際の母乳栄養は第7

表の如く、．1か月において都市で55％地方で70％と高率

である。これはソ連など共産圏の国と共通であって、ソ

連の育児魯「両親への本」（Dr　A，S、MakarenkQ）に
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第了表　チェコスロバキアにおける母乳栄養

　　　　　　　　　　　　　　（1966年）

1都

新　生　児

1　．か　月

3　か　月

5　か　月

市

55％

20

10

地 方

70％

35

2Q

よると「ソ連は未来の市民を育てあげるようにあなたを

正すことを要求している。父母の愛情なしに育てられた

小児はしばしば社会のDeformed　Memberになる」と

あべ、・母乳栄養を強調している10mレ。のと同じ思想であ

る。

　ただこれらの国ではSwedenでも同様であるが・「母

乳は何か月まで与えるか？」との質間に対して、　「6か

月まで」と答える。　「何故か？」ときくと、　「6か月以

後は母親が働きに出るから！」との答であったのは興味

深い点である。（著者のW、H．0・Fellowξしてのス

エーデソ、チエコスロパキアでの体験）。

　③　その他の国＝一般に開発途上の国（Developing

CQuntry）においては、母乳優先はいまだに徹底してい

る傾向にあるが、その原悶としては伝統的育児の中に生

きていて母乳を与えることを、母は、祖母及びまわりの

ものから教えられるとともに、経済的な理由もあって、

人工栄養が行われにくいのであろう。しかし、どの社会

においても、第一次産業従礁者には第二次、第三次産業

従事者に比べて、母乳栄養が多いのであるが、産業の変

革時に母親の労働条件が急変することによって、乳児栄

養も変わるので、社会保障の完備していない国では乳児

が心身とも被害をうけることになる。

　M．Winickエ2レ1sl（1969）はMalnutriUon　and　Brain

Developmentの論説をのせているが、世界の人口の約

半分は小児期に重症の栄養陣害にかかっていたという

Graham141（1967）の報告を紹介し・さらに現在でも世界

中で3億人以上の小児はいろいろの程度の栄養失調症に

悩んでいることは、イソドやビアフラの極端な例をもち

だすまでもないことであろう。

　Winickによるとチリーでは最近急速に工業化が進ん

だために働く婦人がふえてきたが、産休制度などの社会

保障が充分でないので、母親が働きに出ると、乳児は粉

乳ではなくて、とうもろこしの粉などで栄養されるの

で、高度の乳児栄養失調症が続出していて、その対策に

di．メチオ晶ン添加の大豆乳を与えて治療している報告

がたくさんみられる。

　また、その栄養失調のために乳児の脳の重量が激減

し、ひどい例では正常値の60％ぐらいの重量（死後の測

定）になっているものもある13｝といい、乳児期の重症栄

養失調症は治癒しても一生涯にわたり、知能や社会性に

問題を残すであろうことを警告している。

　しかし、これら低開発国家においては、母乳栄養率は

高くても、乳幼児期の蛋白摂取猛は低く、それらをとり

たくても低収入のために摂取できないことをのべている

報告は従来から多いが、とくにメキシコで1968年に開か

れた国際小児科学会における一連の報告瓦51（NuセritiQnal

Problems　in　Preindustrid　Societies　in　Latin　America，

Africa，Asia，くlndonesia＞Jamaica）は簡潔にまとめ

ている。

2．　母乳栄養が減少している原因的分析

　守田10は母乳栄養減少の原悶として次の5つをあげて

いる。

　1）人工栄養法の効果に対する過大評価

　2）新生児初期における人工乳の補翼

　3）近代社会生活の繁忙と焦燥による過度の精神緊張

　4）　職業をもつ母親の増加

　5）　美容を目的とした断乳

　たしかにこれらが重大な因子であると思われるが・著

者は別のApprQachの仕方を考えてみた。

　1）　妊娠中から母乳で育七ようとする意欲の減退

　著者は昭和44年に妊産婦はどのような動機で母乳又は

人工乳にしているかを、3か月以下の乳児をもつ母親に

ついて調査した贈（第8表）結果、母乳栄養群では是非

母乳で育てたいと考えたものが91％を占め、混合、人工

栄養群では、そう考える人の頻度が少いことをみた。

　またその母親について、母方の祖母の母乳分泌を質間

したところ、母乳の確立に成功した群では23例中22例

（95，7％）まで母乳がよく分泌したと答え、混合栄養群

では母乳がよく分泌したもの33例中20例（60，6％）、人

工栄養群のそれ（32例中25例（78，1％））に比べて著し

く高いことが判明した。

　また何故そのように考えたかについては、ごく自然に

そう考えたものが約半数近くあったが、これは母乳で育

てようという例である。

　産科、小児科医の意思や育児書をみてというのが12～

19％ずつ見られているが、このうち膏児醤には母乳優先

をといったものが多い筈なので、産科、小児科医の意見

で決めたという点を重視せねばならないであろう。

　2）新生児初期における人工乳の補虞：

　上記の産科小児科医の意見で決めるという例に対して
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第8表　　妊娠中における母親の母乳への意識と3．か月以下の乳児の栄養方法匹9

妊娠中に、母乳につ

いてどう考えたか？

なぜそう考えたか

あなたの母親の母乳

分泌は

3朋以内の栄雛母乳混合人工不明 計

是非母乳で育てたい㊥

できれぱ母乳で　　e

どちらでもホい　　㊤

ミルクで育てたい　e

21（91．3％）

0

2（8．7）

0

20（60．6％）23（7正．8％）

6（玉8，2）　　　　3（9．4）

7（2L2）　　　　3（　9．4）

0　　　　3（9．4）

3
0
0
0

67（73．6％）

9（9．9）

【2（13．2）

3（3．3）

計　　1 23（L・。）1 33（1・・）1 32（1・・）1 3 91（100）

産科での話を聞いて

小児科の話を聞いて　

育児書をみて

祖父母の意見で

ごく自然にそう考えて

そ　の他

5（18．5）

3（n．L）

5（！8，5）

1（3』8）

艮3（48．1〉

O

4（12．5）　　　　5（14．3）

5（i5，6）　3（8．6）

5（15・6）　2（25，7）

・2（6，25）、 O

監4（43，8）　15（42．8）

2（6．25）　3（8，6）

0
1
0
0
2
0

i4（14．4）

塁2（【2，4）

L9（里9．6）

3（3．i）

44（45．3）

5（5．2）

二計
27（100）　3～（正QO）　35（里GO） 3　　97（100）

よく分泌した

不　良
不 明L＝』一鴬

22（95．7）

里（4』3）

0

20（60．6）　25（78，里）

9（27，3）　　　　2（6．5〉

　4（12．1）　 5（15．6）’

3
0
0

．70（76．9）

i2（13．2）．

』9（9』9） 』

．計 23（畏OO）　33（10Q）　32（LOO〉 3 9L（【06） 1

第9表 分舞施設別暫生児期の栄養に関する指導と母乳ヂ）確立

（母親の調査　愛育病院外来　昭46．L－3月） 松島ll，

N
新生児期早期新生退院後も
母乳優先児期に母母乳で足
の指導　乳で足りりた（1か

　　％た　％

新生児期母子同室か否か　　％ 授貌開始前の栄養

愛　育　病　院 43 53．5　65，！ 53．6　　100．O　　　　O 0　　　4．7 65． ：7．o

大学、国、公、私大病脆

㌔75 58．7　　14．7 16．0　　62．6　　　9．3 26．7　　　5．3 ”60，0 38． 7

個人産科医院
55

3チ・7　　9・皇 9．1　　34，5　　27．3 28．0　　8，6 63．6 施．7

個　人　病　　院 ～2 50，0　　13．6 艮3．6　　36．4　　i8．2 45．4　　　　0 68．2　・ 系5．4

195
49．7　　24．1 22，里　　60．Or　13，3 26，3　　　4．［i 63．1 1　36，4

月）％別室1同室1喬勅皇磐藪 1与えた棲霊

は、母乳優先的指導が行われているか否かが問題とな

る。

　しかし、．この点につき、松昂樹は、第ゴ9表の如く愛育

病院外来を訪づれた195例の1～2か朋を；つき雄設別

に検討した結果・授乳開始前にミルクを与える施設が非

常1こ多く・その結果母乳確立の興数が非帝に少し）ことを

つきとめた。

　これに対して愛育病院に誇いては授乳開始前にミルク

を与えることは稀なのであるが、新隼児～エか月1こおい

て母乳確立例は65％～53，6％と極めて高率（他の施諌は

9～16％、とくに個人蔑科匿幌群では9．工％と極めて低

率）である。

守田10らは3群に分けた新生児に毎回哺乳時にまず母

乳を十分に飲ませた後、A群には母乳に補足して侮蛋申

粉乳汁（蛋白濃度2．0％）を、B群には高蛋白粉乳汁（蛋

白2＝5％） を、C群には搾乳した人乳をそれぞれ哺乳瓶

で飲むだけ与えてみた。その結畢、母昇の分努母は高蛋

白粉孚踊足群．（b）．と低蛋白群（a），とり間には差がな

かったが、人乳補足群（c）と粉乳補足群（a、・切．と

の間に噂著しヤき差炉養、もれたρまた、 こ恥ら乳児炉1か

月後にどれ位母乳栄肇奪確立しえたかについて調べてみ

ると・人乳補足群ではそれが70％で比較的良好であった
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が、粉乳補足群では43．9％、44，4％にすぎなかった。　第11表 いつカ・ら飴・人工燃こしたか（46名）16’

（第10、11表）。しかもも月令1か月で混合または人工栄

養になった者の80．4影は新生児室から引続き混合、人工

廉養にしていた。これらのことから新生児初期における

人工乳補虞は母乳栄養の確保上抑制的に働らくとのべて

いる。

3）　母乳栄養と社会経済的条件

①　都市と地方；一般に都市の方が地方よりも母乳栄

養率が低下しやすいといわれる。本文の中でもアメリカ

　　第10表　1か月後の栄養法（87名）　　守田二6）

実網峨母蘇齪合栄獅工麟

数 ％

新生児室からひきつづいて

日経過じてから

37 80．4

9．6

添加乳汁

低蛋白乳

高蛋白乳

人　乳

人数 人数
数1

％ 数1％ 数 ％

鼎iilll鯉，』／：：i

やチェコスロバキアのところで、この傾向をすでに指摘

した。また厚生省の昭和35年と45年の調査（第12表）で

も同様のことがいいうる。しかし、年潔的推移をろる

と、母乳栄養は減少の一途を辿っているこ≧がこの牽か

らもよくわかろう。　．

昭和43年の調査では地方の母乳栄養が月令が進むに？

れて急速に低下している。

②　経済的因子：r般に経済的に豊か掌クラスや地区

においては母乳栄養が滅少し、人工栄養が多いといわれ

るが、このことは前述の開発途上の国々に母乳栄養が多

いことからもわかろう。

第12表　都市と郡部における乳児栄養の変遷（厚生省） 単位％

母
琶し 人　　　　　　工 混　　　　　　合

市　　　部 郡　　　部 市　　　部 郡　　　部 郡　　　部一

昭351昭43一昭351昭43 一昭35
昭43 昭351昭43 曜351函43 昭351昭43

1　か　月

2　か　月

3　か　月

i／
iil ll l／ ll il

第13表　家計と4か月時の栄養方法と体重（二宮町）181
第13－2表　家の職業別体重発育（4か月時）

　家計別

養

年収5Q万円

　上

年　収30－50

円

年　収30万円

　下

計

方法

一　％
例数

母　　乳

混　　合

　　工

47．．皇％

9．4

　』3．5

62．1％

8．8

，里

72．0％

5．Q

．0

64．9％

7．1

．三

98

夏12

計

％ 皇oo 皇oo
10Q 100

例数
17 66 68 L51

体重判定 上中下 38．9％

3．3

7‘8

41．8％

5．5

2．7

19．4％

7．3

3．3

30．7％

2．L

7．2

43

552

計
％ 100 100 10Q 夏OQ

例激
118 55 67 140

趣1上　中　下1計
農　業2i．6％38．7％39・7％LQO％

半　　農 1桑．2

俸給生活者　41，7

自営業　26．7

42．9　　　　42，9　　　LOO

33．3　　　25．0　　　100

46．6　　 26，7　　100

その
他1 36．4 36．4 127・2

1100 11i

計　（例数）
153 78 t72 1 12。3』

i34

7
36

15

1i

松島ら19》は昭和36～37年に栃木県二宮町で行った調査

の結果（第13蒙）、収入の低いクラスめ母乳栄養率は高い

が、その群の乳児の発育は悪く、それが農業、半農のク

ラスに多いことがわかった。しかし、前記アメリカの母

乳栄養の変遷をみてもわかる通り、アメリカでは今や社

会経済的によ．いクラスほど母乳で育てようと努力してい
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　る。これは近年のアメリカにおける青年層の反抗の基礎

に両親と子どもの話し合いの場カミない点を考えて、 しつ

けの根本を母乳栄養による母と子の結びつきをとく心理

学者の影響が大きいものと思われる。

　1970年9月のNews　Weekではこの問題をとらえ
　「最近サンフラソシスコ市では、ヒッピーの母親が人前

で母乳を乳児に与えている風景がよく見られる。今まで

ならぱ、市民はひんしゅくの眼でそれをみていたのだ

が、最近ではほほえましい風景であるとみるように変っ

た」。ことを報じている。

　4）働らく母親の増大：守田ゆも為れて恥る通り、働

く母親の憎茄参偲乳栄獲の低下に関係があると思われ

る。

　昭和43年工0月の総理府統計局の調蚕によれぱ、給料生

活者は約3，825万人で・婦人労働者はこめ中の約穂の

1，015万人に達している。こ91うち401万人（44，9％）が

班婚婦人であり、しかも§0才以上の婦人はその中の30．4

％を占め・今後さらに増加していくと予測されている。

　母親の産後休暇は労働基準法により6週間と規定され

ているめで、 たとえこの期間に母乳栄養を確立していて

も、早晩混合が人工栄養に切りかえざるを得なくなる。

　これに対して一部の職場では、特別に設備された保育

室で気がねなく母親が授乳できる制度が実施されている

が、この制度が一般化することが期待される。

　しかし、・宮崎201は愛育病院で出生した児のうち、働く

1母親と家庭にいる母親につき、生後1か月で調査した。

　母乳栄養の％は、ほぽ同数であった。（第i4表）

　　　第14表　母の職業と乳児栄養

　　　　　　　（生後1か月児）　　（宮崎）鋤

第7集

家庭にいる母親
（664人）

第15衷　乳頭の異常ど母乳栄養の確立

　（愛育病院　昭45年出隼718人の調査）（宮崎）20⊃

母　　乳 混　　合 人　　工 N
718

に対する％

’退院 1か 退院 ヒか 退院 星か

扁平
没過大過小

44

0715

8204 19

53

36

712

LlOo 20

52

64

71218

8．9

．4

．7

．5

計 76い司33『 砿回鉤lm 15．5

％ 鯛1詞刎剛L813L6『

全例 祠飢212αg國 L6121周刀8

や低く、しかも1か月では12．6％（全例31，2％）と低下

率も著しいことをふれている。

　これらの乳頭の異常のあるものの頻度は15．5％に及ん

でいるが、とくに扁平乳頭と陥没乳頭が1L3％と高率に

みられることから、妊娠中ゐ乳頭のCareの大切さが癌

感され、母性保健面での対策が重要となろう。

　6）　美容を目的とした授乳 ：守田⑥はアメリカにおい

ては、母親が美容の目的で早期に断乳しているという

が、我が国ではまだあまり問題には．なっていない。

　しかしNews　Week101の中での「日本の育児」の項

をみると、波多野勤子氏がEditQrへ解説したものであ

るが、「日本では母乳栄養が減少の一途を辿っているが、

その理由としては、人工栄養の方がスマートなことだと

考えている……」とのべている点、著者には理解に苦し

むところである。

N

％

働く母親（54人）

母乳

18

33，3

混合

L6

29．6

1人工

20

37．1

母乳1混合・

202　　323

30．4　　48．7

『スエ

139

20．9

　しかし人工栄養は、働く婦人の方に多かったが、この

時点ではまだ働く母親も有給休暇中であるのに、この差

が出るのは、早めから人工栄養にしておこうと考えるも

のが多いためかも・しれない．

5）額の異常；一般に乳頭の異常は授孚囲難の第一

にあげられていて、母乳の確立を阻害する重大な因子と

いわれている。

　宮崎20レはこの点につき調査した結果（第15衷）乳頭異

常群では退院時の母乳確立が68．5％（全例77．5％）とや

3．母乳の価値

　上記のように母乳栄養は低下の傾向が強いが、しか

し、母乳の価値は乳児の月令によって異なるものであ

る。

　この点につき・Marce1Le1。ng壱よ彼のr育児学」（P．

42）の中で次のようにのべている。

　「母乳が唯一無二の食品である期間は、最低第6週ま

でである。従って母乳栄養の最低継続期問は6週という

ことになり、これすらも守らないのは明らかな無謀行為

である。適当な期間は約3か月と規定してよいだろう。

　そして3か月をすぎたら、乳汁以外の食品を徐々に添

加しはじめ、9か月以降は母乳を与えぬのが至当であろ

う。これは母乳の栄養の最長継続期間といえよう。」

　この考え方は母乳栄養に対する正しい評価といえる。

　1）生後6週までは努力によって撮乳の分泌が促進さ
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れうる有効期間であるので、医師、助産婦、保健婦は母

親のよい相談相手になって、母乳優先を力づけるべきで

ある。そのためには

　①新生児退院までの間の母親に対する保健指導が重

要であり、とくに母親に乳児を充分に観察させるため

に、母児同室もできるだけとり入れる必要があろう。

　第6回日本新生児学会におけるシンポジアム「母子別

室か同室か」においても、母子同室の方が母乳の確立に

有利で、しかも乳児の観察もよくできる点を強調してい

る。

　②　退院するときに施設の助産婦は同道して、家庭の

特殊性（住居、暖房その他）に応じた傑健指導を行って

いる国もある（Swedenなど）。この方法は・指導する

側と母親との人間関係がよ．りよくなって、以後の指導も

スムーズにいきやすい点、我が国でももし保健婦や助産

婦の人手が豊富にあれば試みるべき点であろう。

　退院したあと、相談相手がないために、母乳不足と自

分で診断して、混合栄養に切りかえている例は、我が国

では多いようで、愛育病院に於ても、表の如く、退院時

の母乳栄養率が1か月後では半減している。

　当院に於ては、退院後種々の心配ごとがある場合には

電話で相談でき・また診察につれて来るなど比較的スム

ーズに相談が行ないうるようにしているが、それでも母

乳栄養率の減少が著しい点、実際に母乳の分泌が少いか

否かをもっと分析検討する必要があろう。

　③　出生後1か月で母児ともに健康診断をうける必要

がある。この段階で母乳不足の有無をチ呂ックしてもら

って、不足が分れば混合栄養に切りかえてよい。この時

点での健康診断は出生施設に於て行われるべきである。

　2）断乳の時期は、M，Lelongのいう如く遅くとも

9か月が適当である。

　断乳は、従来我が国では強く指導する方法をとってい

なくて、10年位前に愛育研究所栄養部が全国の保健所に

アンケート調査した結果、12か月までに断乳させると答

えたものは25％にすぎなかった。

　断乳の遅れは、①児側に、依頼心を増し、食欲不振や

夜泣きの例がふえる。とともに②母側には睡眠不足と疲

労の蓄積をおこす点に注目すべきである。

　3）母乳不足＝いかに母乳栄養が質的に優れていると

いっても、母乳が量的に不足しているならぱ、乳児の心

身発達に有害な影響を与えることになる。　，

　いままで、世界各地で報告されている母乳栄養児と人

工栄養児の発育の比較研究はみな母乳栄養群よりも人工

栄養群の発育が良好であるとのべているが、これらの報

告は、母乳栄養群の中に母乳不足の例が多く含まれてい

るためにおこっているQ

　瑛実、宮崎ら鋤は愛育病院保健指導部で定期的に健康

診断をうけていて、母乳不足のない例の身体発育は、混

合栄養及び人工栄養児と全く同様な発育をとげているこ

とをみている。

　また、著者は、昭和37年に栃木県農村地区の乳児検診

を行ったが、その地区の新生児の母乳栄養率と愛育病院

のそれは全く同様であるのに（第16衷）以後3・6か月の

母乳栄養率は、愛育病院では急速に低下するのに、その

地区ではあまり低下しなかろたことをみた。

第16表　農村地区と都市地区の栄養方法と発育17レL8）

　　　　　＜栃木県二宮町＞　　＜愛育病院＞
　　　　　（昭36年乳児2㊥人）　　（昭37年）

　　　　　　　母

新生　児

3　か　月

6　か　月

85
％

64，7

62．4

混

　％
H．5

26．4

26．1

人

％
3，5

8．9

u，5

計　母

％
86

36

混　人　計

％　％
10　　4

30　34

13　24
63

4か月における栄養方法と体重発育

　　　　く二宮町＞　　　＜愛育病院＞

麟製・
大

中

小

　％
22．3

42，3

35．4

混

　％
24，5

35，8

29．7

人

　％
55．6

22．2

22．2

計　母　混　人　計

計

　％
25．9

38．8

35．3

　％・％　％　％
49，155．049，05L．7

39，037．138，838．1

LL．9　7．912，2LQ．2

％　％　％　％　％　％　％　％
LOO　IOO　LOO　LOO　IQO　！OO　IOO　旦OO

　しかし、4か月の時点における体重は、愛育病院に於

ては、各栄養方法間に差がみられなかったのに反して、

その地区では、母乳及び混合栄養児の体重は著しく劣っ

ていることをみた。

　このことは、母乳栄養群には母乳不足の例が、混合栄

養群に於ては、二次性のミ ルクぎらいの対策がうまくな

されていないことを示唆しているものと思われた。

　このデータから、母乳優先をいかに叫んでも、母乳不

足の対策がよくなされていなければ、乳児の発育の万全

を期待し得ないことがわかろう。

　世界的にみても、低開発国においては、母乳栄養は著

しく高率であるのに、乳幼児の発育が著しく劣っている

のは、 母乳不足の対策と離乳開始と完了の適正時期と離

乳食の内容とくに鋤物性蛋白を豊窟に与えることが不充
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